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Ⅰ. はじめに

南極露岩城には大小さまざまな湖沼が多数存在し､湖沼周辺や湖底では､時として､

旺盛に生育する藻類の群落を確認することができる｡ このような淡水湖沼では､低温

かつ貧栄養の環境下にありながら､かなり高い生産能力が維持されているものと思わ

れる｡しかも､動物プランクトンによる捕食や菌類 ｡細菌類などによる分解がきわめ

て緩慢であるため､湖底には藍藻類を中心とした藻類のみからなる分厚い堆積層が形

成されていることが多い｡それぞれの堆積層を構成する藻類は､主に湖沼中および湖

沼周辺の集水域に由来するが､南極という人為的撹乱のない場所で形成された湖底藻

類堆積物には､湖沼が誕生し､藻類が生育を始めた時代からの歴史が刻み込まれてい

ると考えられる｡

本研究では､堆積物中に含まれる珪藻類に注目した｡珪藻類はガラス質 (珪酸質)

の殻を持つため､分解されずに堆積物中に残りやすいこと､一部の種は微妙な環境を

反映して生育するため､指標生物あるいは示相化石としてしばしば利用されてきたこ

となどがその主な理由である｡ また､珪藻種構成の調査および 14C 年代測定を層ごと

におこなうことによって､湖底堆積物に刻まれた環境の変遷を解析することが可能と

なる｡ さらに､-湖沼にとどまらず複数の湖沼の堆積物を調査することによって､氷

河後退など､リュッツオ ･ホルム湾東岸の比較的広範囲で起こった環境変化の一部が

明らかにされるものと思われる｡

Ⅱ. 材料及び方法

東南極のリュッツオ ･ホルム湾東岸には､昭和基地のあるオングル諸島､ラングホ

ブデ､スカルブスネス､スカーレンといった大きな露岩城がある.本研究では､これ

らの地域に散在する湖沼のうち､主要な4淡水湖 (オングル諸島の西オングル大池､

ラングホブデの雪鳥池と東雪鳥池､スカーレンのスカーレン大池)から採取された湖

底堆積物コアを調査対象とした｡

それぞれのコアサンプルについて､各ラミナの厚さを計測し､そのパターンを調査

するラミナ解析をおこなったOまた､コア20mmごとの珪藻種構成の解析と､107m
ごとの 14C による年代測定 (AMS､加速器質量分析法)をおこなった｡
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Ⅲ. 結果及び考察

1. 西オングル大池の環境変遷

珪藻種組成の解析結果についてはすでに報告されている (坂東ら､1999)が､新

たに得られた 14C 年代測定結果を加えて以下に示す (図 1)0
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図 1.珪藻種構成と年代測定結果 (坂東ら,1999を一部改変)

Fig.1. Diatomspeciescompositionand14c dates

また､本研究の結果から推測される西オングル大池の環境変遷の概要を図 2に示

した｡

藻類堆積物の基底部である泥の層 (コアの深さ310m7A､4,940±90yrBP)では､

Nltzschl'acuI･ta等の南極海特産種を含む､海産珪藻類のみが確認された｡藻類だけ

が堆積している 300mm以浅の層では､海産種はほとんど見られないことから､今か

ら約 4,940年より古い時代には､西オングル大池は海とつながっていたと考えられ

る｡ (図 2A)

その後､3,680±70yrBP (深さ 300mm)までの間に､西オングル大池は海から

分離 し､海産種の生育できない環境となった . 約 3,680yrBP 以降､Navl'cula

halophl'1aが確認されることから､当時の西オングル大池の塩分濃度や電気伝導度は

淡水湖としては､やや高かったと推測される｡(図2B)

しばらくの間 (深さ 300-200mm)､珪藻種構成に大きな変化はなかったと思われ

るが､堆積パターンにギャップが認められる深さ 180nnあたりを境に､種構成が大

きく変化した.特に､2,070±90yrBP(深さ 140mm)以降では､Dladesml'ssp.の

出現率が増加し､逆に Navl'culahalophl'1aが減少した｡これらの結果から､180mm
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付近の層が堆積した時代には､西オングル大池の淡水化を大きく進行させる､何らか
の環境変化が起こったと考えられる｡(図2C)
コア最上層の年代測定値が 1,580±60yrBPという値を示すため､コア最上層と
現在の珪藻種構成との間に若干の違いが生じている可能性がある｡しかし､西オング

ル大池およびその周辺の珪藻類を調

査した福島ら (1974)や Oguni&

Takahashi(1989)の報告 と､今
回得られたコア最上部の珪藻解析結

果を比較すると､ほとんど同じ種構

成であった｡(図2D)

海とつながっていた西オングル大

池が､独立した淡水湖沼となった要

因の一つとして､海水面の低下が考

えられる ｡ 西オングル大池を含むリ

ュッツオ 小 ホルム湾東岸では､過去

の海水面を把握するための海成堆積

物の調査が､南極観測初期からなさ

れており､完新世 (約一万年前)以

降に氷河後退に伴うアイソスタシッ

クな地盤隆起があったことが示唆さ

れている (森脇,1974)｡また､平

川 ･揮柿 (1998)も､貝化石の 14C

年代測定結果から､オングル諸島で

は 4,000-3,000年前の海水面は今
よりも 10m前後高かったことを報
告している｡

これらと本研究の結果を考えあわ

せると､西オングル大池周辺では､
今から約 4,000年はど前に氷河後
退に伴う大規模な地盤隆起が起こり､
相対的に海水面が低下したことが明

らかとなった｡
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図 2. 西オングル大池の歴史

Fig.2.Schematicmodelshowinghistoryof

theLake0-ike,WestOngullsJand

2. 昭和基地周辺の環境変遷

西オンゲル大池 (海抜 13m)に比べ､かなり高い場所に位置する雪鳥池 (海抜 125

m)や東雪鳥池 (海抜 185m)の湖底堆積物には､前述の海水面低下の影響は認め

られなかった｡一方､西オングル大池と立地条件の似通ったスカーレン大池の湖底堆

積物には､海とのつながりを示す証拠が刻まれていると思われるが､今回の調査では
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明瞭な証拠を兄いだすことができなかった｡これは､コアサンプル中に底泥が含まれ

ていなかったことが大きな原因の一つである｡ しかし､各コアの年代測定結果を元に

作成した､西オングル大池､雪鳥池､スカーレン大池の堆積速度を表すグラフ (図3)
から､次のような共通点を見出すことができた｡
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西オングル大池のコアでは､海の影響を大きく受けていた時代の堆積速度は遅いが､

海から分離後の堆積速度は速くなっている｡ 特にコアの深さ 140mm(2,070±90yr

BP)以浅での傾きが急である｡同様に雪鳥池最深部のコア (コア最下層 1,740±90yr

BP)とスカーレン大池中央部のコア (コア最下層 1,660±80yrBP)の堆積速度も

速い｡また､雪鳥池とスカーレン大池のいずれのコアも､最下層から多くのDladesml's

sp.が確認された｡西オングル大池では堆積速度が速くなったコアの深さ 140m以

浅で､本種が多く出現しているO堆積速度が速くなった時期と Dl'adesml'ssp.の出

現率が増加した時期が重なり､これは3湖沼で共通していた｡

以上の結果から判断すると､前述の､今から約 2,000年前ごろに起こったと考え

られる環境変化は､西オングル大池だけではなく､かなり広範囲で起こった可能性が

高い.その環境変化は Dladesml'ssp.の出現率を増加させるものあったと同時に､

湖底における藻類の堆積速度を速くするようなものであったと推測される｡ 例えば､

気温や水温の上昇に伴う湖沼に流れ込む融雪水および栄養塩類の増加､湖面を覆う氷

の薄氷化や光合成活性の上昇などが考えられる｡
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3.今後の課題

今回得られた 14C年代は､暦年代への補正は行っていない｡これは､昭和基地周辺

がかつて氷河に覆われ､氷河からの融雪水が流れ込んでいた可能性と､夏季でも湖面

の氷が融けずに､閉鎖された湖沼内で炭素の再利用 (リザーバー効果)があった可能

性が高いためである｡この二つの可能性はどちらも､14C年代を古く見積もらせる｡

今後､昭和基地周辺の湖沼における 14Cについての研究がさらに進み､本研究で得ら

れた 14C年代が補正されることが期待される｡
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